
 
 

資料５

議題（５）検討の枠組みについて 
 

１．収支の検討 

  収支の検討については、下記フロー図により進めることとし、運賃は路線バスの２１０円を基本

とする。 

需要（乗降者）予測及び運行経費は、事務局で素案を作成したうえで協議会委員に意見照会し、

意見を踏まえた案を作成後、分科会で検討する。 

分科会では、割引き運賃、運賃サービス、その他の収入等について検討したうえで、収支（案）

を作成し、協議会に報告する。 

                収支検討フロー図 

                                    

     

 

 

 

 

 

      

 

協
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で
検
討 

基本運賃(２１０円)

の設定 

・路線バスとの競合ル

ートがあること及

び採算面を考慮し、

路線バスの運賃を

基本とする。 

運行経費の算出 

・路線バスとの連携又

は一体化等も含め、

効率的・効果的な運

行を検討し、運行ダ

イヤ等を設定 

・阪急バス㈱の協力を

得ながら算出 

需要（乗降者）の予測 

・バス停勢圏等の人口、 

 高齢化率 

・アンケート調査結果 

  など 

・上記をもとに需要を予

測 

割引き運賃の検討 

・需要予測と基本運賃から運賃収入を算出 

・運賃収入が運行経費の３５％以上を目標に高齢者の割引き運賃を検討 

・障がい者や小児の割引き運賃は、路線バスと同じ半額とするが、高 

齢者の割引き運賃と同等以下を設定 
第
４
回
、
第
５
回
分
科
会
で
検
討

その他の運賃サービスの検討 

・利用促進を図るため、その他の運賃サービスを検討 

・例えば、乗り継ぎ割引き、１日乗車券、ゾーン定期券などを検討 

運賃以外の収入確保策の検討 

・収支率の向上を図るため、収入確保策を検討 

・例えば、広告料、協賛金、会費など 

収支（案）を作成して協議会に報告 



 
 

２．利用促進策の検討 

  利用促進策の検討については、下記フロー図により進めることとする。 

市民意向の把握、事例の調査は、事務局で資料を作成後、分科会で検討する。 

分科会では、項目の抽出・内容、連携策、実施主体・実施時期等について検討したうえで、利用

促進策（案）を作成し、協議会に報告する。 

 

               利用促進策検討フロー図 

                                    

     

 

 

 

 

事例の調査 

・利用促進策の事例を調査 
市民意向の把握 

・自治会意向調査等の各種調査 

 結果をもとに市民意向を把握 

事
務
局
で
作
成 

項目の抽出・内容の検討 

・ハード、ソフトの両面から利用促進策を項目ごとに抽出し、具体的内

容を検討 

・例えば、カラーリング車両、周辺マップ、愛称など 

第
４
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、
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で
検
討

連携策の検討 

・利用促進策で連携可能な内容と連携者を検討 

・例えば、電車、路線バス、その他バス、商業施設、病院などとの連携

策 

（交通事業者、商業者、事業者、自転車利用者、バス利用者、自治会な

ど） 

実施主体・実施時期の検討 

・誰が、どの時期に実施するのかを検討 

利用促進策（案）を作成して協議会に報告  



 
 

３．評価（見直し）基準の検討 

  評価（見直し）の基本的な考え方は、下図のとおりとする。 

 

 

ＰＬＡＮ（計画） 

・計画時に評価指標と

目標値を設定 

 ＡＣＴ（改善） 

・改善策を作成 

 

ＤＯ（実行） 

・運行時に利用実態を

調査 

 ＣＨＥＣＫ（評価） 

・一定期間ごとに達成

度を評価 

 

評価（見直し）基準の検討については、下記フロー図により進めることとする。 

事例の調査は、事務局で資料を作成後、分科会で検討する。 

分科会では、評価指標と目標値、利用実態の調査方法、達成度に対する評価（見直し）基準等に

ついて検討したうえで、評価（見直し）基準（案）を作成し、協議会に報告する。 

            評価（見直し）基準検討フロー図 

                                    

     

 

 

 

事例の調査 

・評価（見直し）基準の事例を調査 

事
務
局
で
作
成 

 

評価指標と目標値の検討 

・評価指標と目標値を検討 

・例えば、安全面、利用面、効率面、満足度など 

達成度に対する評価（見直し）基準の検討 

・評価指標が目標値に対する達成度合いから評価し、サービスの向上又

は見直し基準を検討 
・例えば、１便あたりの乗降数など 

利用実態の調査方法の検討 

・利用実態から評価指標を把握できる調査の方法と実施主体を検討 

・例えば、アンケート調査、乗降調査など 

第
４
回
、
第
５
回
分
科
会
で
検
討

評価（見直し）基準（案）を作成して協議会に報告 




